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次号予告　　62 巻　3号 ヘッドライン　：　隙間の化学

　高校化学の教科書における高分子化学のウエイトは低いものの，我々の身近にあ
る化学製品のほとんどが高分子化合物でできていることに加え，先端科学分野でも
高分子の特徴を生かした技術開発が盛んである。本テーマでは，バイオ分野で利用
されている高分子に焦点をあて，バイオセンサーチップのブロッキング剤，一塩基
変異DNA診断用コロイド粒子，細胞積層チップ形成における，合成高分子の利用
法についてわかりやすく解説する。

ヘッドラインテーマ：高分子化学とバイオ

　広島大学理学部は，広島文理科大学ならびに広島高等師範学校の理系学科を母体
として昭和 24（1949）年に発足しました。旧理学部 1号館は広島文理科大学本館
であった建物を受け継いだもので，昭和 6（1931）年に建築されて以来 60 年にわ
たって学術の中枢として機能してきました。昭和 20（1945）年に原子爆弾の災禍
に見舞われた際には甚大な被害を受けつつも，改修を施し広島大学が広島市から現
在の東広島市に移転する平成 3（1991）年まで使用されました。
 写真提供：広島大学文書館

表紙の言葉　広島大学旧理学部 1号館


